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21世紀を担う

人づくり

創
造
的
な
人
づ
く
り

八7・くり基金交竹或

市制100周年記念人づくり基金制度

平成元年の市制施行100周年を記念

して、市民各層から寄せられた多額の

浄財とふるさと創生資金をもとに「熊

本市制100周年記念人づくり基金」を

創設しましたO

この人づくり基金は、来るべき21世

紀に向けて、熊本市が更に飛躍・発展

するために、様々な分野において指導

者として活躍する、国際感覚を備えた

創造性豊かな人材を育成することを目

的とし、

1.環境の保全と創造

2.国際交流

3. 1土会福祉

4.伝承文化の継承

伝統的な織物肥後餅の復元(伝承文化部門)

5.その他

の各分野に積極的に貢献する個人・団

体を対象に、平成3年度から毎年2回

(前期2月、後期8月)の募集を行い、

研修・研究活動等-の援助を実施して

いますo

平成5年度には前後期合わせて29件

の申し込みがあり、人づくり基金選定

委員会における審議の結果、 12件の個

八・円体の方々が援助を受け、様々な

研修活重力を行いました。

これまで64件の熱意ある個八・円体

の方々が援助を受けられ、それぞれの

分野で研鎖を積み、ふるさと熊本のた

め、素晴らしい活躍をされています。
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Y+C＼蝣XY Ku々写

国
際
交
流

活力あふれる交流拠.点都市をt]指す

本rhAは、中国.桂林市、アメリカ・サ

ンアントニオ市並びにドイツ・-イデ

ルベルク市と友好姉妹都市の盟約を結

び、経済・文化・スポーツ等幅広い分

野に亘る交流を展開しています。

平成5年秋開催された火の国フェス

タ・くまもと'93には、二つの友好姉妹

都市より代表団・芸能団が東熊、また

ハイテルベルク市、サンアントニオ市

からは、市民友好の翠として一般市民

の方々の参加も多数あり、更に友好の

輪が広がりました。

また、中国の珍獣金網狼の熊本市動

植物園における長期学術共同研究をは

じめ、青少年交流や医療分野での交流

が継続されます。

平成5年3月には(財)熊本市Eg際交

上振興IVJR]を設立する　蝣n、 '<i^i拠

点としての熊本市国際交流会館(仮称)

の建設を進める等、市民レベルでの国

際交流を促進し、国内外の人々のニー

ズに対応するため、様々な事業に取り

組んでいます。

中国・桂林市
昭和54年10月の友好都市締結以来、

多方面にわたる活発な交

流が続け

られていますが、平成5年には梓林市

から流通研修生や青年企業家のほか、

初めて中・高校生訪問団を迎え,また、

本市からは市民友好の軍や高校生訪問

川を派遣するなど両市の相互理解と友

情を一層深めましたO

今後も幅広い分野での相互交流を予

定しています。

米国・サンアントニオ市

昭和62年の姉妹都市締結以来、友好

の輪が大きく拡がる中、平成5年には

熊本市友好代表団の派遣をはじめ、高

校生、入学生の交換留学、少年野球チ

ームの釆熊、エイズシンポジウムの開

催など様々な交流を通し、両市の杵が

一層強まりましたO

今後も経済、学術など多様な交流事

業が予定されています。

ドイツ・ハイデルベルク市

平成4年5月、 30年近くの永い友情

が実り友好都市協定調印が実現しまし

た。

平成5年には、医療交流の一環とし

て熊本市民病院の医師を派遣し、 -イ

デルベルク市からは2名の看護婦が米

韓しまLた　10.Hi-TY.i.-'<-rti'J-i")

釆熊時には医療交流基金基本協定の調

印もとり行われました。

また、本市で開催された全国都市間

題会議におけるヴェ-バ-市長

の講演や-イデルベルク市音

少年団の釆熊、本市からは少

年サッカー訪問団派遣など、

着実に友好関係が深まってい

ます。

本年も引き続き、スポーツ、

r剰寮、環境等の分野で幅広い

交流が予定されています。

国際化への対応

近年、急速に高度情報化、

国際化が進展する中で、本市

においても諸外国の現状を正

しく認識し、市民一人ひとりが心と心

の交流を通して仕界的視野と国際感覚

を身に付けることが必要となってきて

います。

また、 *iI;-r,,V!ト;L叶　¥ii蛸.'Jllの

-一途をたどり、国際交流事業-の--

ズは多様化する一方です。

このような中、上引削舌力と市民の創

意工夫による[司際交流を進めるため、

世界に開かれた「国際都市.くまもと」

を目指して、財川法人熊本市国際交流

振興事業団を設立しましたD

平成5年度は、事業団として市民友

好の翠の派遣をはじめ、ホストファミ

リー登録制度の発足や、火の国まつり

への参加、留学生の施設めぐり等の事

業を実施しました。

また、より多くの市民や外匡1人が自

由に交流できる拠点、国際交流に関す

る情報提供の場として、熊本市国際交

流会館(仮称)を建設中で、平成6年秋

にはオープン予定です。

今後、このようなソフト、 --ド両

Lfllc-'l允'K i- K'I 'l '-i.-か/,怯　　　む-[;こM%

に.取り組みます。
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㌔C、TY K0㌦ 九州の中央に位置する本市は、東に

「阿蘇くじゅう」西に「雲仙天草」の二

大国立公園を望み、九州国際観光ルー

トの要衝として国際色豊かな魅力ある

都市へと変貌しつつあります。

「国際観光モデル地区」にも指定され、

九州の一大観光拠点として年間545万

人もの観光客が訪れていますO

豊かな観光資源

恩かな自然と歴史に彩られた街、く

まもと。数多くの観光資源の中でも、

一圭1、　二i・:・.・hI . '''、ロト.i:'・・.

のひとつである「熊本城」をはじめ、

∴ !JJl卜・:こ・・:i iiil"'i　4、日'蝣I.＼.".I・

園」、細川ガラシャの眠る「立田自然公

園」、剣聖宮本武蔵が兵法五輪書を著

した「霊巌洞」 (五百羅漢)、そして夏

目激石、小泉八雲、徳富蘇峰・産花な

ど明治の文豪の足跡など、歴史的・文

学的観光資源が数多く残されています。

また、江戸時代の貴重な上級武家屋

敷「大名屋敷・旧刑部郎」を熊本城三

の丸史料公園饗情の-一環として博物館

隣に移築・複元したほか、豊かな水と

線が残る金峰山一昔の観光整備も行っ

ています。

都市型観光への転換

年々変わる観光に対する意識や旅行

形態に対して、本市では豊かな観光資

源を生かし、利便性・快適性の整備と

同時に都市景観を含めた都市型観光へ

の転換を進めていますO熊本城を中心

としたシンボルゾーンや長塀通りの磐

備、景観にあわせた電停表′Ji・塔を設置

しています。また熊本城内をきめこま

かく案内するレディースガイドの導入

など都市の魅力向トとふれあいのある、

心に残る観光地づくりを目指していま

す。

広域観光ルート

九州観光の一体的振興・発展を図る

ため、九州の主要都市と連携し国内及

び海外からの観光客誘致に努めていま

す。 「九州横断ルート」 「九州縦断ルー

ト」 「長崎～熊本ルート」などの広域

観光ルートを通じて、九州観光モデル

コースや本市の魅力を国内・海外にP

RしていますD

金峰山・有明海沿岸観光開発茎本計画

金峰山から有明海にかけての豊かで

雄大な自然を貴重な観光資源として、

育成・活用を図りながら今後の産業振

輿のI-環として、また熊本市の新たな

観光の核として、自然環境に配慮した

総合的な開発を推進してし,ます。

具体的には、海洋資源の魅力を最大

限に引き汁=ノ、有明海における海洋拠

点とする海洋水族館や水産技術センタ

ー、合併を記念した記念公園、また有

明海を眺望したみかんの丘一帯を有効

利用するため、みかんを核とした総合

的な施設整備などですo

観光人づくり

観光関連産業に従事する経営者から

第一線で活躍する社員まで、ホテル・

旅館・タクシーなど各業界ごとに経常

問埴・部下育成・接客接遇等について

研修を実施し、受け入れ体制や顧客意

∴く・二　'.'・,' 'Tl、iミ蝣{蝣n　二.日、

国際観光の振興

外国人観光客の誘致及び受け入れ体

制の整備充実を図るため言毎外での観

光展参加をはじめ、海外の旅行雑誌へ

の広告掲載、海外向けポスターやパン

フレットの制作、釆熊外国人への観光

案内所や英文併記の案内板を設置し、

世界に開かれた国際交流都Hiづくりを

進めています。
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コンベンションの振興

本市では、コンベンション誘致の実

効を図るため平成3年11月にifj・県・

民間企業Bj体からの出絹をあおぎ財政

基盤の充実した財団法人熊本国際コン

ベンション協会を設立し、国内外の各

種学会・大会等の誘致支援事業等に取

り組み、コンベンションの準備・企画

段階から運営までの相談に応じていま

すC　支援体制のrflでは、特に市民ホス

ピタリティを活用するコンベンション

ボランティア制度の充実に力を入れて

いますO

平成5年度の本市でのコンベンショ

ンは、国際コンベンション10件を含む

約300件、約13万5千人の開催及び参

加が見込まれていますが、特に「火の

国フェスタくまもと'93」開催期間に大

規模コンベンションが集中したのが特

徴です。

燃えるくまもと

国&>h

8月11日から13Rまでの3日間、暑

い熊本の真夏を一層熱く燃えたたせる

"火の国まつり"O

まつりの-イライトは、なんといっ

ても12日の「おてもやん総おどリ」お

*.I-
.4.^∴〕・+蝣-;--.'Vf;∵享㍉古LI:諏
しいサンバおてもやんのリズムが街中
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㌔C、蝣¥Y Ku〃写 熊本流通団地

本市の卸売業、運輸業、倉庫業等の

広域流通拠点施設として整備を進めて

いた流通団地は、平成3年度に97ネ土が

入居を終え全面稼働し、今後、本市の

広域流通拠点として地域経済の活性化

に大きな役割を果たすことが期待され

ています。また、団地内には流通情報

の発信拠点となる熊本市流通情報会館

が平成元年4月にオープンし、セミナ

ー、研修、経営相談等を通して、企業

経営の近代化、合理化を支援していま

す。

さらに、昭和62年に設立された第3

セクターである㈱熊本流通情報センタ

ーの事業等により、広域流通ネットワ

ークシステムの構築や商店街POS等

の普及を図り、中小企業の情報化を積

極的に支援しています。

流通情報センター

大都市圏と地方の情報格差を是正す

るため、通産省が昭和59年ニューメデ

ィア構想を提唱しました。

この構想は、全国的にバランスのと

れた情報化及び地域コミュニティのニ

ーズに即応した情報システムの構築と

普及を目的としています。

そこで、熊本市では構想のモデル地

域として指定を受け、その推進母体と

して国・娼・市・民間の出資による㈱

熊本流通情報センターを第三セクター

で設立しました.

㈱熊本流通情報センターのモデルテ

ーマは、 「広域流通ネットワークシステ

ム」の開発と情報化の推進です。

現在、小売業と卸売業の間を結ぶ受

発注オンラインシステムや、上通・下

通・新市街の三商店街を対象にした商

店街PO S等の情報処理サービス及び

流通関連のシステム開発を中心に事業

を展開しています。

テレトピア

熊本市は、昭和60年に、益城町と共

に郵政省よりテレトピア構想のモデル

地域の指定を受け、熊本情報案内シス

テム(ローカルキャプテン)、熊本児健

康管理システム、図書館情報ネットワ

ークシステム、テクノポT)ス技術情報

システム、熊本市総合情報システムの

5つのシステムを構築しました。更に

平成元年度には、ヒューマンコミュニ

ティネットワークシステム(ケーブル

テレビ)も新たに追加し、高度情報化

社会に対応した地域情報化を推進して

usa

この中で、ローカルキャプテンは、

公的施設を中心として、広域に公衆端

末機を設置し、観光情報、コミュニテ

ィ情報などを提供しています。又、ケ

ーブルテレビは、受信可能エリアが

60,000位帯、加入世帯が6,400一粒帯に

増え、今後、双方向性の特徴を生かし

た活用により、医療、福祉、防災、教

育等、多分野にわたって市民生活の質

的向上に貢献することが期待されてい

mi

このように、 21世紀に向けて、全国

的にニューメディアの普及、発達を図

りながら、地域経済社会の発展を目指

すテレトピア構想の中で、本市は、そ

の情報拠点都市として、ニューメディ

アを活用した、活力あふれる街づくり

を酎旨しています。

逮
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中心商店街の振興

本市の上通・下通・新

市街等の中心商店街は県

内最大の広域商業拠点と

なっていますが、近年の

消費者ニーズの高度化、

多様化、ライフスタイル

の変化、さらには大店法

の改止等により、中心商

店街に求められる機能も

多様化してきました。そ

こで関係機関や地元商店

街と連携をとりなから、

ア-ケ-ド等商店街共同

施設整備の助成、あるい

は駐車場・駐輪場の整備

や道路環境整備などの商

業環境軽備を推進し、魅

力ある商店街づくりを積

極的に進めています。

地区・近隣商店街の振興

地区・近隣商店街はIlj"

民の日常生活に欠かせな

いものであり、地域コミ

ュニティの核となる場で

もあります。

また、地域特性を生か

したまちづくりという観

I-∴...蝣. J上卜　・.1こ.I.こ

店街の果たすべき役割は

非常に大きいといえます。

このような考え方から、

現在、健軍地区を対象と

して、ホール、集会場、

ギャラリー等の文化施設

整備構想を策定し商炉iil!

振興の拠点施設娃設に取

り組んでいます。また、

平成11年度から商店街活

性化のためのイベント開

催補助等、ソフト事業に

対する助成策も行ってい

ISl

㌔C、^y Ku々㌔ 本市の工業は、その多くが中小企業

であk上　食品工業を中心に出版・印刷、

金属製品、衣服、家具等都市生活と関

連の深い工業が大きなウエイトをIJlめ

ていますo

Lたがって、この中小企業の活躍が

地域経済の活性化を図る上で壷要な役

割を担っています。

そこで、中小企業の振興を支援し、

活力ある産業活動の展開を図るため次

の施策を推進しています。

1.経営力の強化

経営資源に限りのある中小工業を支

接するため、地域のマーケテイング情

報・各種データベース情報の提供、経

営相談・診断指導、経営セミナー等を

実施しています。

また中小企業の共同化を推進するた

め、業界との共催事業、設備近代化及

び組織化・高度化事業に対して支援を

mm*

2.地場リーディング工業の振興

本市において集積が高く他の産業と

の強い関連を持つ食品、出版・印刷産

業を地場リーディング産業と位置付け

発展育成を図るため、業界別の組織活

性化研究会などを開催していま・す。

また、中′ト「業の振興には、地元の

方々に地場の優れた製品をご愛用いた

だくことか豆要です。そこで、市民及

び関係業界の方々に地場の製品を紹介

し利用いただくため、各種フェアの開

催・参加、物産振興事業などを実施し

ています。

3.工業立地環境の整備・改善

活力ある生産空間の整備を目指して、

周囲の環境と調和した開放的なガーデ

ンファクトリーパ-ク(食品工業団地)

づくりを推進していますo



㌔C＼1Y Ku〃㌔ 都市農業・水産業の振興　　　　　　　　はじめ果樹、花き、畜産などの豊富な

本市の農林水産業は、北西部の中山　　基幹作目を有した農業と有明海沿岸に

間樹園地帯、西・南部の水田地帯、北　　おけるノリ、魚介類等の海産物に加え、

・東部の畑地帯からなり、野菜,米を　　地下水を利用した錦鯉等の水産業から

●農業生産額(平成4年度)
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なっています。

いずれも立地的優位性、地域性を活

かした特色ある経営が行われ、農・漁

業粗生産額は児下最大となっていますO

しかしながら、平成5年の長雨・台

風等記録的な異常気象は、本市農業の

野菜、稲作、果樹等に大きな影響を及

ぼし、国においても、米不足に伴う、

外国からの緊急輸入措置が講じられる

など、内外ともに厳しい環境におかれ

ています。

また、水産業は気象、海況の影響を

受け漁業者の減少、高齢化、価格の低

迷などの問題を抱えています。

このような中で、経営の自立安定と

国際化社会に対応できる先進的な農・

水産業としての高生産性農・漁業、高

付加価値農・漁業の実現に向け、土地

基盤、漁港、漁場の整備、意欲ある農

・漁業者の育成、農・漁業の技術革新、

生活環境の整備など新たな時代に対応

できる魅力ある都市農業・水産業の振

興を図っています。

のりの摘採

■■ニ_"ー　　　　　　　~　　　　*・-

●漁業生産額(平成4年度)
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歴
史
文
化

熊本城

本市は豊かな歴史・文化に恵まれ、

回・県.市の指定文化財が191件もあ

ります。中でも、歴史都市くまもとの

象徴となっているのが熊本城です。

熊本城は加藤清lF.が築いた約98万平

方メートルもの広さを持つ豪壮雄大な

城です。その建物の大半は、明治10年

西南の役の際、薩革総攻撃の直前に火

災で焼失してしまいましたO　そこで史

跡の保全や復元に努めてきており、今

後も旧来の堂々とした姿に戻していく

ことにしています。

平成4年秋には台風で倒壊した長塀

の復原が完成、同じ台風で被害を受け

た天守閣の補修も平戊5年夏に完了し

ました。

さらに平成2年度から整備を進めて

いた「三の丸史料公園」が-T:成5年夏

は轡与
の卸屋
SOX

形(屋敷)

や上級武

士の屋敷

msBtS

所で、ここ

に束子飼町

にあった県精 定重要文化財の武

家屋敷「旧細川刑部郎」を移築復原し,

;叶inn総ftisM+MiiollfX:目地
mwiffli‖�"HH邑抗ffi E

恥も,tiは. ・lt蛇.」>Y ili削ItKUSl !)蝣-!・.ミ止志し
せ、恥じ、部を流れ轟級,*城下呼瓶Jけ沿い号こ、森
の都にふさわしい環境杉野髄准暫すすゆでいま
す。

.汁i*iK叫は、♪卜蝣ff- 'll t泌V汁lL・杵柄かt.1ド紙の
容日鵬までの鞄&3Kmです.

この琳灘は、穐本城督中心とした細J鞍部を歴
史と軸_そして.III*.)拙">n照の特ォ*蝣!-'/>に

生かしな率!*i靖即発しむ郁心奮伊弓妄風格と醇を
stiきのある21杜絶を展望した新しい梅づくり
ifi什化をrl指したtォ')です、

熊本Ji　坪井川蝉金環機腰僚室
細5

二・・千-. **?;!*干こ:

坪井川リバーウオーク整備

ー　　q汁r′ '蝣.」'',':・!:'
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当時をしのは

せる場所としています。

平成5年秋に「火の国フェスタくま

もと'93」の時代ゾーンの中心部分とし

て特別公開し、約24万人が訪れました。

平成6年から一般公開の予定です。

坪井川リバーウオーク整備

平成元年、心制100周年事業として坪

井川総合環境整備事業を発足させまし
A,

坪井川は都心部を勘五し、かつては

有明海から熊本城IFつ二幸る「舟運の水

路」として、また近年は「錦鯉の泳ぐ

ふるさとの川」として、市民に親しま

れていますD

この事業は、坪井川の坪-#-橋から春

日橋までの約3.3kmの区間を遊歩道(リ

バーウオーク)として整備するもので、

川の持つ特性と地域の個性を十分に生

かした水辺空間を削遺し、市民の生活

環境を向上させるとともに、潜在する

歴史的文化遺産を発掘、保存し、観光

資源としても活用するなど、 2Hb用己に

向けた新しい街づくりを推進するもの

です。

f-ifc H-:: i]卜土i'jli:-':こJ鉦　完状L、

平成6年度には、その第2期:i:事を予

定していますO　また小沢町・桜町にお

いては、 Il一部の用地買収を行っており、

順次整備する予定です。

史
跡

史跡・文化財は先人からの贈り物で

あり、市民みんなの宝物ですo　また、

個性慧かなまちづくりにも大きな役割

を果たすもので、その保存・活用に努

めています。

古代から人々の生活の場であった本

市では約455ヵ所で遺跡が見つかって

いますO　特に注目されているのが、黒

髪7T目のつつじヶ丘横穴群と地上町
1, --/i 」

・の池辺寺跡(清水原遺跡)です。

つつじヶ丘横穴群は古墳時代後期に

がけ面をl舶妾掘り込んで造ったもので
:AいL

察配跡がそのまま残されています。ま

た、池辺寺は平安時代の山岳密教寺院
Jlノてー

・i . ;. i、・in.'i k'-.:り・　m'-'二1I-. '蝣

-・t

*

(レンガの一種)、規則的に並ぶ不思議

な石積みが見つかりました。

また、熊本は、時代の大きなうねl)

の中で、多くの偉大な先哲が活躍して

きた地でもあります。

市では、関係者から寄噌された建物

や資料をもとに平成6年2月3日にリ

デル、ライト両女史の記念館を開館し
ぜぎJ,

さらに後藤是山記念館を開館する予定

で準備を進めています。開館中の徳富
そ　ほう　　　ろ　か　　　　　　　　L Lう/A i

蘇峰・産花、横井小帖、ジェーンズ、

夏目淋石、小泉八雲の記念館・旧居や
!・　L  ..

四方寄町の「御馬下の角小屋」でも、

企画展の実施など内容を一層充実させ

ていきますU

**-
ご　　　　　ニー　　　--一一-一　一l

r　-I-、一・一　　　一一

l

--- .

一七

このほかのふるさとを築いてきた数

多くの先哲についても、その顕彰に努

めていくことにしています。

* せん 〔増、梢、乾 〕

東洋建 築.印材の一n 煉瓦 . タイル に胡 し、

七を焼 いて方形 また は長方形の平板 と L た

もの0 周代 に始 ま り1 漢 代に発達 し、 その

後、各時代 に用 いられた0 わがl封で は奈良

時 代に造 られ、時 に鳳胤 . 天 人 . 唐草 文様

71.とを浮彫 してあるCl 敷 瓦 . 壁体 化粧材 .

大井構 材な どに使 用9

′
′
・
う
イ
す

I
-
-
-
　
　
ー
.
I

′

イ

ー

プ

-

∫

J

′

-
・
'

1
J
L
l
l
l
l
・
・
J
I
・
t
・

L

I

-

-

-

一

一

　

　

-

.

_



KH9

㌔C、^ Ku〃写

闇
¥
ァ
m
m
?
$
l
S
&
i
サ
M
J
s
!
　
　
固

ノ

)

I

_

j

-

-

　

-

-
.
1
一
,
蝣
-
 
'
蝣
.
t
"
I
S
.
∴
完
封
鞭

.

.
:
　
ビ

・

r

 

l

　

　

・

・

・

′

l

ノ

一

ヽ

　

T

'..蝣蝣蝣?*t&:-i- -ir-i轟

都
市
景
観

本市では歴史や自然と調和した個性

豊かな都市景観の形成を図るため、さ

まざまの事業施策に取り組んでいます。

公共空間については、シンボルロー

ド事業や辛島公園リフレッシュ事業な

ど本市の顔となる通りや広場をはじめ

として、地域の歴史や文化を生かした

景観整備を積極的に行っています。

平成元年10月には、多くの皆さんの

参加協力を得て総会的に都市景観の形

成を進めるため、 「熊本市都市景観条

例」を制定しました。この条例は、市

民、事業者、行政の三者がそれぞれの

責務に基づいて創意を発揮すること、

景観形成のために地区指定等の制度を

活用すること、市民のまちづくり活動

を支援することを大きな柱としていま

す。平成3年4月からは「大規模建築

物等」の届出制度の運用を始め、地域

の景観と調和した事業を行っていただ

くよう指導を進めています。

平成3年10月には「くまもとまちづ

くりフェア」、平成5年10月には「光の

感動(ライティング・エモーション)

事業」を開催するなど、魅力ある景観

づくりを市民の皆さんとともに考え、

協力して実施する取り組みも進めてい

iSH

今後、都市づくりに関わるさまざま

の分野で、熊本らしい個性豊かな都市

景観をつくるための取り組みを積極的

に進めることにしていますo
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市
民
文
化

芸術文化

本市は、新しい文化と伝統文化が調

和した豊かな文化を創造し、その薫り

を全国へ発信していこうとしていますO

そこで文化の担い手である市民一人ひ

とりが気軽に芸術文化に親しめるよう、

身近な活動や鑑賞の場の整備に努めて

月EXH

平成5年には現代日本洋画壇の最高
5E照ES2

峰の一人で文化功労者の故井手宣通画

伯から生涯のほとんどの作品・遺品の

寄贈を受けました。

井手画伯の功績を称えるとともに

「美術を志す若い人たちを育てたい」と

いう遺志に沿うため、記念美術館を設

ける準備を進めています。

市民自らの創作活動を奨励し、発表

の場を提供する「熊本市民美術展」は、

洋画・日本画・版画・彫刻・写真の5

部門のすべての応募作晶を展示してお

り、平成5年からは「井手宣過賞」を

設けました。

また、市民会館、総合女性センター、

産業文化会館でもそれぞれの施設の特

色を生かした自主文化事業を活発に開

催しています。

芸術文化活動の振興には、質のレベ

ルアップとともにその裾野の拡大が必

要です。そのため文化団体-の補助や

人づくり基金による個人・グループへ

の支援、展覧会などにあたっての賞状、

賞金の交付、文化行事の後援などを行

っています。

地域文化

高度を芸術活動や市民の身近な文化

活動の拠点となる施設の整備・拡充を

進めています。

市民会館、産業文化会館、総合女性

センターなど既存の施設をさらに充実

させるほか、特色を持った地域文化施

設の整備なども検討していく予定です。

学術研究

本市は、文教都市としての伝統、豊

かな自然環境、充実した都市機能など

を生かし、学術研究の拠点都市として

発展すべく力を注いでいますD

具体的には、環境総合研究所、水産

技術センターなどの公的研究施設の建

設・整備、市立大学設置に向けた調査

・検討など、積極的な施策を展開して

ssa

また、学術研究の活発化を図るため、

様々な研究機関の交流活動への支援や

優れた研究者の招碑などを行っていま
-f.

さらに、希少動物保護の観点から、

LU:界でも珍しい金拍梶の学術共同研究

を行っていますD

今後も、学会の誘致、シンクタンク

の設立など、積極的に推進していきた

いと考えています。
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